
（別紙１）

補助施設名

差引額 補助所要額 差引過不足額

(Ａ)－(Ｂ) (Ｆ)×(Ｇ) （Ｈ）―（Ｊ）

(Ａ) (Ｂ) (Ｃ) (Ｄ) ※２(Ｅ) ※３(Ｆ) (Ｇ) ※４(Ｈ) （Ｉ） ※５（Ｊ） （Ｋ）
円 円 円 円 円 円 円 円 円

1/2

施設整備

設備整備
※１

※１　10,500,000円を限度額とする。

※２ （Ｅ）の金額は、整備予定病床数×施設整備基準額（1床あたり）で算出する。 　新築・増改築　1,600千円

　改　修　　　　　800千円

※３　(Ｆ)の金額は、(Ｃ)、(Ｄ)及び(Ｅ)のうち最も少ない額を記入すること。

※４　(Ｈ)の金額は、算出した額に1,000円未満の端数が生じた場合は、これを切り捨てた額を記入すること。

　　　 また、１施設あたりの補助交付額は40,000,000円を限度額とする。

※５　実績報告書提出時に概算払により受入済みの補助金額を記入する。

回復期リハビリ
テーション病棟
等整備事業

総事業費
寄附金その
他の収入額

対象経費の
実支出額

基準額

経　費　所　要　額　精　算　書

交付決定額 補助受入額
区分

選定額 補助率


